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濃
州
道
は
、
桑
名
市
三
ツ
矢
橋
町
か
ら
、
東
員
町
鳥
取
、

い
な
べ
市
員
弁
町
笠
田
、
い
な
べ
市
北
勢
町
阿
下
喜
、
い
な

べ
市
藤
原
町
川
合
な
ど
を
通
り
、
い
な
べ
市
藤
原
町
山
口
で

巡
見
道
と
合
流
し
て
濃
州
（
今
の
岐
阜
県
）
へ
向
か
う
街
道

で
あ
る
。
三
岐
鉄
道
北
勢
線
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
こ
の
街
道
は
、

員
弁
郡
下
と
桑
名
城
下
を
結
ぶ
道
と
し
て
発
展
し
、
桑
名
で

は
「
員
弁
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

北
勢
鉄
道
（
現
三
岐
鉄
道
北
勢
線
）
が
敷
設
さ
れ
る
ま
で

は
、
桑
名
か
ら
阿
下
喜
ま
で
馬
車
が
通
じ
て
い
た
。
現
在
も

起
点
の
桑
名
に
は
馬
道
と
い
う
地
名
が
残
り
、
往
時
を
偲
ば

せ
る
。

街
道
の
南
に
員
弁
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
地
元
で
は
額
田

と
星
川
の
境
に
あ
る
坂
井
橋
か
ら
上
流
を
員
弁
川
、
下
流
を

町
屋
川
と
も
呼
ん
で
い
る
。
額
田
も
星
川
も
現
在
は
桑
名
市

だ
が
、
か
つ
て
額
田
は
旧
桑
名
郡
、
星
川
は
旧
員
弁
郡
で
あ

り
、
橋
の
対
岸
の
坂
井
と
い
う
地
名
は
、
両
郡
の
郡
境
だ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
付
い
た
。
星
川
か
ら
森
忠
、
芳
ヶ
崎
と
続
く

街
道
沿
い
に
は
切
妻
屋
根
や
格
子
戸
の
あ
る
美
し
い
家
並
み

が
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
由
緒
あ
る
寺
院
や
神
社
な
ど
が

点
在
し
、
歴
史
情
緒
が
感
じ
ら
れ
る
。

芳
ヶ
崎
に
は
市
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
巨
大
な
「
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
木
」
が
あ
り
、
当
時
か
ら
街
道
の
目
印
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
東
員
町
鳥
取
に

は
、
鳥
取
塚
が
あ
り
、
饅
頭
型
の
円
丘
の
上
に
明
治
44
年

（
１
９
１
１
）
に
建
立
さ
れ
た
珪
化
木
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

珪
化
木
で
で
き
た
碑
は
珍
し
く
、
上
部
は
風
化
が
激
し
い
が
、

く
っ
き
り
と
「
鳥
取
塚
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

東
員
町
か
ら
戸
上
川
に
か
か
る
茶
屋
川
橋
を
渡
っ
て
い
な

べ
市
員
弁
町
へ
入
る
と
次
第
に
緑
が
多
く
な
り
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
大
泉
新
田
、
笠
田
新
田
な
ど

「
新
田
」
の
名
が
付
く
集
落
を
行
く
街
道
は
、
未
舗
装
の
坂
道

な
ど
も
通
り
、
西
に
鈴
鹿
山
脈
、
北
に
養
老
山
地
の
美
し
い

山
並
み
が
広
が
る
の
ど
か
な
風
景
を
望
み
な
が
ら
、
い
な
べ

市
北
勢
町
の
中
心
地
で
あ
る
阿
下
喜
へ
向
か
う
。
阿
下
喜
は

岐
阜
県
海
津
方
面
へ
続
く
道
と
も
交
わ
り
、
そ
の
道
は
養
老

と
海
津
を
結
ぶ
交
易
路
で
も
あ
っ
た
た
め
、
商
業
の
町
と
し

て
発
展
し
た
。
阿
下
喜
を
過
ぎ
て
い
な
べ
市
藤
原
町
に
入
る

と
、
街
道
は
国
道
306
号
と
も
し
ば
ら
く
合
流
す
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
山
口
で
巡
見
道
と
合
流
し
て
、
岐
阜
県
大
垣
市

上
石
津
町
へ
と
入
っ
て
い
く
。

濃
州
道
の
概
要

濃
州
道
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「員弁街道」とも呼ばれた　員弁と桑名を結ぶ道。

濃 州  道

歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。
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（1）矢田-A
　　   （桑名市三ツ矢橋町～西別所）

西別所駅

東
海
道員弁川

益生駅

西桑名駅

桑名駅

近
鉄
名
古
屋
線

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

三岐鉄道北勢線

約 40
0m 約 500m

馬道駅

この部分は
23ページを
ご覧ください

15 西川原の家並み

13 稲荷神社
の石碑
街道際にあ
る。

11 走井山勧学寺
十日観音として親しまれ、
本尊の千手観音は県指定文
化財。本堂は元禄時代の建
立。付近は中世末の矢田城跡
で、現在は走井山公園として
整備されている。伊勢西国
三十三所観音霊場第31番札
所

10 田中木工所
嘉永7年(1854)に建てられ
たという間口7間、奥行き7
間半、土蔵造りの総二階。こ
の建物の西一帯は明治中頃
の大火で焼けたが、この家で
火がおさまったという。

6 愛宕道
善龍寺から3軒目くらいの
交差点から北へ入る道。

5 善龍寺
江戸時代には桑名城下の萱
町法盛寺内にあった。明治
14年に移転。

4 古い家並み
馬道2丁目のあたり。明治時
代の建築。なかには江戸時代
のものもある。

3 東馬道
ここまでが東馬道。この道は
多度道とも美濃道とも称さ
れる。

2 濃州道の起点
江戸時代は本願寺村枝郷水
車であった。水車から西へ約
600mを馬道という。

8 益生新楽堂

7 アトリエ蝉
9 大谷句佛句碑

1 松尾芭蕉句碑

14 玉三稲荷
創建年代は不詳。安藤家の屋
敷神として祀られていた。

12 梶島一操句碑
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この部分は
20ページを
ご覧ください

西別所駅

東
海
道

員弁川

益生駅

西桑名駅

桑名駅

近
鉄
名
古
屋
線

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

三岐鉄道北勢線

約 40
0m 約 500m

国道258号
を横断する。

馬道駅

（1）矢田-B
　　   （桑名市三ツ矢橋町～西別所）

9 子安地蔵
城下橋の北畔の地蔵堂。もと
は北部の台地上の寺に祀ら
れていた。廃寺になって放置
されていたが、明治初年頃に
街道安全のために現在地に
移したと伝えられる。堂は昭
和48年に改築。

8 照林寺
昔は西別所の会所だった。明
治44年(1911)に桑名城下の
萱町法盛寺の塔頭であった
照林寺が移転した。

7 地蔵堂
安永6年(1777)のもので、前
面に大小2体の地蔵が浮彫
りされた四角形の石がおさ
められている。台石には「石
橋供養塔」と刻まれている。

6 小祠堂
高さ10cmほどの小さな地
蔵を祀る。

5 御膳水井戸
導水井戸の井戸枠が4つあ
る。北部の大地の湧水を地下
道で導水して汲み上げた井
戸。

4 阿弥陀堂
昭和55年(1980)のもの。西
河原霊園内にある。

3 墓地
西河原霊園。もと西河原葬
所。

2 石碑
地蔵堂の傍。「三界（萬　霊）
瑠璃山光明寺」と刻まれ、下
半分が埋まっている。

1 地蔵堂
西川原の三叉路南西角に
ある。
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旧桑名郡と
旧員弁郡の
郡境

3
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約 600 ｍ
約 850 ｍ

員弁川

在良駅

蓮花寺駅
三岐鉄道北勢線

東
名
阪
自
動
車
道

旧桑名郡と
旧員弁郡の
郡境

（2）蓮花寺
　　   （桑名市西別所～星川）

1 蓮花寺を行く街道
北側は家並みが続く。

7 坂井橋
街道の南側を流れる員弁川
に架かる橋。

6 子安地蔵尊
由来は不詳。堂内に石仏、五
輪塔片が多く祀られてい
る。

5 額田神社
街道から北へ400mの山麓。

4 常夜燈
額田神社の参道入口に建つ。

3 石碑
明治14年
(1881)のもの
で「延喜式内　
額田神社」と刻
まれている。

2 地蔵堂
東名阪自動車道の高架下。街
道の南側。額田の子安地蔵を
分けて祀る。北を向いて立
つ。
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員弁
川

約 2000m

このあたり
は神社仏閣が多
く、旧街道の面
影を色濃く残
している。

七和駅

三岐鉄道北勢線

（3）星川
　　   （桑名市星川～東員町穴太）

星川駅

穴太駅

嘉
例
川

弁
天
川

1 嘉例川橋

7 森忠名神明神社
石碑から参道を北へ40m行
き、石段を登った台地の中腹
に社殿がある。

6 石碑
大正7年(1918)1月のもので

「森忠名神明神社」と刻まれ
ている。

4 安渡寺
本尊の聖観音立像は平安時
代中期の作とされている。伊
勢西国三十三所観音霊場第
30番札所

3 星川神社
石碑から参道を北へ30ｍ行
き、石段を登った台地上に社
殿がある。

5 石碑
昭和24年
(1949)4月の
もので「子安
観世音菩薩
之霊所」と刻
まれている。

2 石碑
明治34年
(1901)に
建立された
もので街道
の北側にあ
る。「延喜式
内 星川神社
　神厨星川 
神明神社」
と刻まれて
いる。

24 神田神社（八幡神社）

23 穴太薬師堂

22 六把野井水
かつては住民の生活用水で
あった。

21 神田屋敷(濃州街道)

20 穴太徳(あのうとく)の碑

19 筑紫を通る街道
住環前、東住環、西往環などの
地名が往時の街道を思わせる。

18 春日神社

17 延命地蔵堂

16 筑紫連(つくしむらじ)の墓

15 弁天橋
桑名市と東員町との境にかかる。

14 大日堂
本尊の大日如来は、かつて五
反田の産土神である八幡神
社に安置されていた。

13 地蔵堂
橋を渡った北側の公園の入
口にある。

12 寒谷橋
昭和4年(1929)1月に作られ
た橋で、寒谷川に架かる。

11 石標
交差点の西北角。「□楚原道
　東桑名道　北多度道　南
七和駅」と刻まれている。

10 クロガネモチの木
天皇八幡社から街道を横
切って南に入る参道の上に
ある。桑名市指定天然記念
物。

9 天皇八幡社
芳ヶ崎の産土神。

8 石碑
大正14年
(1925)10
月のもので

「村社　天
皇八幡社」
と刻まれて
いる。
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14

623

142

142

14

14

612

29 28

西に鈴鹿
山脈を望み
ながら進
む。

約 1400 ｍ

三岐鉄道北勢線

東員駅

（4）鳥取
　　   （東員町穴太～八幡新田）

（4）鳥取
　　   （東員町穴太～八幡新田）

藤
川

3 御厨神明社
古くは豊岡神社ともいう。六
把野井水が34年の歳月を経
て完成したのを祝い、伊勢
神宮から一万度の大麻を受
け、祈願して祀ったといわれ
ている。

2 延命地蔵堂
江戸中期作と伝わる。「かお
なし地蔵」と呼ばれている。

1 道標
「多度香取道」と刻まれてい
る。地蔵堂のそばにある。

11 鳥取神社
祭神は天湯河桁命（あめの
ゆかわたなのみこと）。員弁
の歴史と深く結びついてい
る。

10 不忘碑
かつては碑の前に
あった。現在は鳥取バ
ス停前にある。神田用
水完成を祝して建立
された。

9 チリン坂
碑の前の道。智伝なる高僧が
当地に住んでいたといい、そ
の名が付けられた。

8 自然石の碑
｢律師智傅之碑｣と刻まれて
いる。

5 自然石の道標
「右あげきはった」「左大いづ
み石ぐれ」と刻まれている。
裏面には卜斎の句「雲いくへ
ひばり鳴くなり楚里見坂」が
ある。高さ約80ｃｍ。

4 七ッ橋
藤川に架かる。現在は藤川
橋。かつて七ッ橋と呼ばれて
いた。

12 珠鳴庵

7 珪化木の碑
明治44年
(1911)のも
の。鳥取塚の碑

「鳥取塚」と刻
まれている。

6 鳥取塚
饅頭型の円丘。
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（5）大泉新田
　　   （東員町八幡新田～いなべ市員弁町大泉新田）

555

611

557

31 30

北に養老
山地の展望
が広がる。

三
岐
鉄
道
北
勢
線

約 950 ｍ

約 700 ｍ

員弁川
大泉駅

（5）大泉新田
　　   （東員町八幡新田～いなべ市員弁町大泉新田）

戸
上
川

1 茶屋橋
戸上川に架かる橋。東員町と
いなべ市員弁町との境。かつ
て川はよく氾濫していたと
いう。

14 六把野井水懸樋

12 道標
｢左下笠田三笠橋ちか道｣と
刻まれている。

11 大泉新田開発之碑
神明社の後方にある。

10 神明社
濃州道と旧里道の畑新田道
との分岐点にある。主神は天
照大神。

9 六把野井水

8 金井神社 5 円願寺

7 おきもの工芸館

3 いなべ笑学校

13 大泉を通る街道

6 金井城址
いなべ市指定史跡

4 大谷神社
三岐鉄道北勢線線路脇の公
園に鳥居がある。かつては参
道の東に天狗の伝説が残る
松があった。

2 大谷神社
主神は岡象女神（みづはのめ
のかみ）。小黒宮ともいう。参
道改修の際、小黒宮古墳から
太刀や花瓶・香炉・陶器類が
多く出土したという。
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557

9

9

5

5

33 32

細い道が続
いている。

道が細い
ため車は通
れない。

（6）楚原
　　   （いなべ市員弁町石仏～上笠田）

三岐鉄道北勢線

楚原駅

明
智
川

14 石燈籠
大聖不動明王堂の前
にある。

13 大聖不動明王堂
かつては藤の花が美しく、藤
の棚不動と言われていた。

12 文治の墓
寛政11年(1799)のもの。宇
野・笠田新田の水路の争いで
亡くなった農民の墓。

11 寝覚めの橋
明智川に架かる。かつては目
も覚めるほど立派な朱塗り
の橋であったことから、この
名が付けられたとされる。

10 笠田新田を行く街道

9 観音堂
仏像の横の厨子は抜雲和尚
の木像がある。

8 地蔵堂
観音堂の前に建つ。

4 天白神社3 楚原神社

1 石仏墓地
美濃国守護土岐大膳太夫父
子の墓がある。高さ92cmの
五輪の塔三基は、土岐康行、
その子康政、その子持頼の
墓であるといわれている。

2 石仏を行く街道

7 多湖健一句碑

6 多湖健一句碑 5 多湖健一句碑
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5

609

35 34

過去の
ルート

木立の
中を抜け
る。

麻生田駅

山
田
川

員
弁
川

（7）麻生田
　　   （いなべ市員弁町上笠田～北勢町麻生田）

約 700 ｍ

三
岐
鉄
道
北
勢
線

約 1000 ｍ

過去の
ルート

5

2 麻生田を行く街道

4 員弁川石の館

3 なでしこの家・瞿麦堂

1 山田橋
山田川に架かる。この橋でい
なべ市北勢町麻生田地内に
入る。
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5

608

25

37 36

（8）阿下喜
　　   （いなべ市北勢町麻生田～瀬木）

阿下喜駅

過去の
ルート

過去の
ルート

三
岐
鉄
道
北
勢
線

員弁川

約 200 ｍ

約 300 ｍ

約 200 ｍ

約 550 ｍ

N

鎌田
川

5 龍興山（りゅうこうざ
ん）見性寺（けんしょうじ）

4 忠魂碑
薬師さんの仮堂の前にあ
る。

3 薬師さんの仮堂
かつて阿下喜の町中にあっ
たが、見性寺の境内へ移設さ
れた。

2 万葉の里公園

1 六石橋

30 大西神社
祭神は諏訪明神。東の入口に
は石鳥居、大石燈籠がある。

25 自然石の歌碑
見性寺へ移転された薬師堂
があった前に建つ。

23 向日山（こうにちざ
ん）西念寺（さいねんじ）

21 西町通り

19 北町地蔵

15 丁子屋

14 旧家　稲垣屋

13 目の地蔵

11 牛馬坂(ぎゅうばさか)

10 道標
十字路の東南角。

「右　こもの　四日
市」「左　くわな」と
刻まれている。高さ
78cm。

9 巡見道との合流点
巡見道はかつていなべ市北
勢町の治田から阿下喜にも
枝道が通じていた。

8 献燈籠
だらだら坂の途中。高さ
2.7m。常夜燈の頃は、員弁川
高瀬舟の舟付場目印になっ
ていた｡御旅所にある。

7 御旅所
八幡祭御輿の御旅所。

31 手作り工芸博物館

28 森の広場博物館

27 プチ鉄道博物館

26 あしのや

24 銅板工芸の館

22 昔の器と剥きもの館 17 手作り絞り博物館

16 遊木館

6 内藤まさを句碑

20 桐林館

12 いなべまちかど博物
館出張展示（阿下喜温泉）

29 夢屋

18 仙松かじや
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32 道標
「十社村　みの養老道」「時多
良関ヶ原道」と刻まれてい
る。高さ104cm。かつては街
道沿いにあったが、現在は阿
下喜小学校校庭に移設され
ている。
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614

107

107

601

607

607

107

107

39 38

約
1700 ｍ

員
弁
川

約
600
ｍ

約
250
ｍ

員
弁
川

（9）川合
　　   （いなべ市藤原町下野尻～長尾）

Ｐ38

Ｐ39

鎌田
川

巡
見
道

4 川合橋

3 春日神社
街道は神社の北裏を通る。毎
年10月10日には例祭が行わ
れる。

2 野尻橋
石造りの橋。

1 猪毛利谷神社
鎌田橋を渡った左側。杉木立
に包まれた神社。

9 猪名部神社
延喜式内社と伝わる由緒あ
る神社。

8 道標
大正6年(1917)のもので大
木の根元にある。「大正6年
　左本郷　右上相場」と刻ま
れている。

6 鳥居
川合と日内の境。

5 徳円寺
街道は左の急坂をあがる。

7 幸峯
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601

306

614

41 40

（10）山口
　　      （いなべ市藤原町本郷～山口）

約 1800 ｍ

約
40
0 ｍ巡

見
道

員弁川

5 巡見道との合流点

4 道標
巡見道と濃州道の合流点。

3 常夜燈
集落入口。「内宮外宮　村内
安全」と刻まれている。

2 布夢庵

1 ギャラリー白瀬の郷

6 史学庵

2 1

6
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